
公職選挙法により、議員による時候の挨拶状・寄付行為などは禁止されています。ご理解をいただきますようよろしくお願い申し上げます。
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歳 入 解 説
・製造業等での増益見込みによ
る法人市民税での増加のほ
か、市税全体でやや増加
・市債は、発行抑制に努めたこ
とで減少

市債 6.8%

地方交付税
8.9%

国庫支出金
19.2%

県支出金 7.2%

その他 1.8%

地方消費税交付金 5.0%

その他 0.4%
諸収入 0.8%
繰入金 0.1%

使用料及び手数料 3.3%
分担金及び負担金 1.6%

市税　44.9%

●

平
成
31（
2
0
1
9
）年
度
の
予
算
が
市
議
会
2
月
通
常
会
議
に
お
い
て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
政
府
の
経
済
対
策
を
受
け
て
、雇
用
情
勢
、個
人
消
費
と
も
に
緩
や
か
に
改
善
し
つ
つ
あ
る
な
か
、地
域
経
済
の
活
性
化
が
着
実
に
進
み
、よ
り
確

か
な
も
の
と
な
る
よ
う
望
ま
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
引
き
続
き
、高
齢
化
の
進
展
等
に
伴
う
、持
続
的
な
社
会
保
障
制
度
の
運
営
と
と
も
に
、ま
ち
に
賑
わ
い
と
潤
い
を
与
え
る
産
業
振
興
や
、住
み
や

す
い
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た
公
共
投
資
な
ど
に
つ
い
て
、バ
ラ
ン
ス
に
配
慮
し
た
適
切
な
対
応
が
求
め
ら
れ
ま
す
。人
口
減
少
社
会
を
見
据
え
、湖
誠

会
が
政
策
提
言
し
て
き
た
各
種
施
策
の
う
ち
、子
ど
も・子
育
て
施
策
や
高
齢
者
施
策
の
充
実
、中
学
校
給
食
全
市
実
施
に
向
け
た
東
部
学
校
給
食

共
同
調
理
場
等
の
整
備
、企
業
の
立
地
促
進
、観
光
を
は
じ
め
と
し
た
地
域
の
経
済
振
興
策
、さ
ら
に
は
、堅
田
駅
西
口
及
び
大
津
駅
西
地
区
な
ど
の

都
市
基
盤
整
備
や
、道
路・橋
り
ょ
う
の
保
全
に
加
え
、快
適
な
日
常
生
活
に
欠
か
せ
な
い
廃
棄
物（
ご
み
）の
適
正
処
理
に
向
け
た
施
設
の
改
築
更

新
事
業
を
着
実
に
前
進
さ
せ
る
な
ど
、平
成
31（
2
0
1
9
）年
度
で
は
、市
民
の
皆
様
の
暮
ら
し
を
重
視
し
た
取
組
み
が
推
進
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。ま
た
、様
々
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
お
け
る
新
た
な
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
活
用
を
通
じ
た
市
民
の
利
便
性
向
上
や
手
続
き
の
迅
速
化
へ
の
取
組
み
が

始
ま
る
と
と
も
に
、今
後
も
持
続
可
能
な
都
市
経
営
に
向
け
た
行
財
政
改
革
が
継
続
さ
れ
て
い
き
ま
す
が
、議
会
に
お
け
る
議
論
も
踏
ま
え
つ
つ
、執

行
機
関
に
対
す
る
積
極
的
な
政
策
提
言
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

※金額は一般会計の歳出額
を平成31年2月1日現在の
人口342,783人で割り戻
した額
※表中の％は歳出全体に占め
る割合

これからも市の財政に
注目してね！

土木費
5.4％

道路、公園、公営住宅の管理などに

17,859円

公債費
9.5％

借りたお金の返済に

31,220円

教育費
12.0％

学校の管理運営や教育施設・給食施設整備などに

39,425円

総務費
10.5％

企画、市民協働、防災対策などに

34,548円

消防費
2.3％

消防や救急業務などに

7,753円
その他
2.0％

産業・観光の振興などに

6,401円

市民一人当たりの予算額329,334円は
こんなふうに使われます

衛生費
11.4％

ごみ、し尿の処理や健康推進などに

37,668円

民生費
46.9％

高齢者、障害者、子ども・子育ての支援などに

154,460円

ご
あ
い
さ
つ

　

桜
花
の
候
、
市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ま
す
ま
す
ご
健
勝

の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
日
ま
で
湖
誠
会
に
対
し
ま
し
て
、
温
か
い
ご
支
援
と
ご
指
導
を
賜

り
ま
し
た
こ
と
に
対
し
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
国
に
お
い
て
は
、
少
子
高
齢
化
に
立
ち
向
か
い
、
広
い
意
味
で

の
経
済
政
策
と
し
て
、
子
育
て
支
援
や
社
会
保
障
の
基
盤
強
化
な
ど
の

施
策
に
取
り
組
み
、
地
方
創
生
、
国
土
強
靭
化
や
働
き
方
改
革
と
と

も
に
、
誰
も
が
生
き
が
い
を
も
っ
て
充
実
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が
で

き
る一億
総
活
躍
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
、
各
種
の
施
策
を
展
開
さ

れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
２
月
15
日
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
２
月
通
常
会
議
で

は
、
新
年
度
予
算
を
中
心
に
、
人
口
減
少
社
会
の
中
で
、
持
続
可
能

で
住
み
続
け
た
い
大
津
を
目
指
し
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
や
教
育
、

高
齢
者
施
策
、
ま
ち
づ
く
り
と
観
光
施
策
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
な
ど
総
合

計
画
第
一期
実
行
計
画
を
着
実
に
推
進
す
る
た
め
の
各
種
施
策
に
つい
て

慎
重
に
審
議
い
た
し
ま
し
た
。

　

特
に
、
市
民
生
活
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
ご
み
処
理
施
設
の
改

築
整
備
や
新
年
度
の
３
学
期
か
ら
開
始
さ
れ
る
中
学
校
給
食
の
全
市

実
施
な
ど
大
型
プ
ロ
ジェク
ト
が
本
格
化
い
た
し
ま
す
。

　

湖
誠
会
で
は
、
今
後
と
も
将
来
に
夢
と
希
望
の
持
て
る
市
民
本
意
の

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
市
民
の
皆
様
と
と
も
に
歩
ん
で
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
さ
ら
な
る
ご
指
導
と
ご
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

幹
事
長　

竹
　
内
　
照
　
夫

平
成
31（
2
0
1
9
）年
度
予
算
が
決
ま
り
ま
し
た

歳 出 解 説
・子ども・子育て支援施策の充実、高齢者
福祉施策の進展等に伴う扶助費（社会
保障関連経費）が高い水準で推移
・投資的経費は、中学校給食の全市実施
に向けた東部学校給食共同調理場の
整備費が大きく増加
・平成30年度における市債の繰上償還
の実施等により、公債費が減少
・行政改革プラン2017に基づき、経常的
な経費を中心に歳出を適正化

一般会計歳入予算額

一般会計歳出予算額

自主財源

依存財源

　
厳
し
い
財
政
状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、平
成
31（
2
0
1
9
）年
度
予
算
は
、

市
民
の
暮
ら
し
の
支
え
と
な
る
効
率
的
な
予
算
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
後
も
、健
全
な
都
市
経
営
に
向
け
た
さ
ら
な
る
行
財
政
改
革
の
推
進
と
市

民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
働
き
か
け
て
い
き
ま
す
。

子
育
て
、教
育

●
民
間
保
育
施
設
整
備
補
助
…
…
…
…
…
…
…
…
16
億
5
，3
7
8
万
円

●
保
育
サ
ー
ビ
ス
事
業（
病
児
保
育・一時
預
か
り
） 1
億
9
，7
4
4
万
円

●
子
ど
も
医
療
費
助
成
 …
…
…
…
…
…
…
…
…
…
4
億
4
，3
1
1
万
円

●
教
育
環
境
の
充
実
 …
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
48
億
8
，7
8
4
万
円

　
〈
中
学
校
給
食
導
入
準
備（
中
学
校
配
膳
室
等・東
部
学
校
給
食
共
同
調
理
場　
整
備
）ほ
か
〉

高
齢
者

●
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
整
備（
唐
崎
） …
…
…
…
…
…
1
，5
0
0
万
円

●
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス（
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
）施
設
整
備
 7
，8
4
0
万
円

●
認
知
症
施
策
推
進（
認
知
症
カ
フ
ェ
運
営
ほ
か
） …
…
2
，8
7
3
万
円

●
中
第
二
あ
ん
し
ん
長
寿
相
談
所（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）開
設
 2
，5
0
0
万
円

都
市
基
盤
整
備

●
堅
田
駅
西
口
土
地
区
画
整
理
 …
…
…
…
…
…
…
2
億
4
，1
8
3
万
円

●
大
津
駅
西
第
Ⅰ
土
地
区
画
整
理
 …
…
…
…
…
…
…
…
8
，9
9
7
万
円

●
地
域
幹
線
道
路
整
備 

（
市
道
幹
２
０
２
８
号
線
） 1
億
2
，0
4
5
万
円

●
皇
子
山
総
合
運
動
公
園
陸
上
競
技
場
改
修
…
…
…
…
3
，1
7
3
万
円

●
市
道
橋
長
寿
命
化
推
進
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
9
，3
7
0
万
円

●
市
道
維
持
修
繕
事
業
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
5
億
3
，1
4
0
万
円

●
地
域
の
公
共
交
通
維
持
活
性
化
 …
…
…
…
…
…
…
…
9
，4
2
4
万
円

観
光
振
興

●
N
H
K
大
河
ド
ラ
マ「
麒
麟
が
く
る
」観
光
振
興
協
議
会
負
担
金
 2
，2
0
0
万
円

●
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
国
際
観
光
推
進
 …
…
…
…
…
…
…
…
4
，0
4
4
万
円

廃
棄
物
適
正
処
理
な
ど

●
ご
み
処
理
施
設
整
備（
環
境
美
化
セ
ン
タ
ー・北
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
） 45
億
2
，6
3
1
万
円

●
新
高
機
能
消
防
指
令
シ
ス
テ
ム
整
備
 …
…
…
…
…
…
6
，8
5
0
万
円

●
2
0
1
9
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
公
認
チ
ー
ム
キ
ャ
ン
プ
地
誘
致
 4
，6
6
7
万
円

主
な
事
業
内
容

人件費
17.5％ 扶助費

30.7％

公債費
9.5％

物件費
14.5％

維持補修費 1.3％
補助費等 4.2％

特別会計繰出金 9.9％

企業会計繰出金 0.7％

普通建設事業費補助 7.5％

普通建設事業費
単独 4.1％

予備費 0.1％

投資的経費

一般行政経費

義務的経費

大津市の財政って
大丈夫なの？ 平成31（2019）年度各会計予算額

（対前年度当初比）

※ 企業会計の予算額は、収益的支出と資本的支出の合計

一般会計
1,128億9,000万円

（4.5％）

特別会計（10会計）

691億1,235万7千円
（0.5％）

企業会計（3会計）

330億3,570万1千円 
（△27.5％）

合　計
2,150億3,805万8千円 

（△3.3％）

総　額	 118,320,394,000円
市民一人当たり	 345,176円

2019年度末
市債残高
見込額

大津市の
「借金」って

どれくらいあるのかな？
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現在高の推移



やさしい心のあるまちへ
お年寄りや体の不自由な方に安心なバリ
アフリーを進めます。
思いやりやいたわり、やさしい心を育む教
育の充実に努めます。

事故や犯罪は許さない！安全安心なまちづ
くりに努めます。
いじめは許さない！心をつなぎ、いじめの
ないまちを目指します。

きびしい心のあるまちへ

ときめく心のあるまちへ
市民の皆さまが明日への希望を持ち、
可能性が生かせるまちを目指します。
いつまでも未来にときめくことができる
生涯学習の充実に努めます。

豊かな心のあるまちへ
女性の活躍を応援し、男女とも豊かさを
感じるまちを目指します。
大津の誇る伝統文化や歴史資産を未来へ
と受け継ぐ施策に努めます。

美しい心のあるまちへ 琵琶湖の水質保全をはじめとする自然保護に努めます。

竹
た け

　内
う ち

　照
て る

　夫
お

幹事長 〒520-0802 大津市馬場一丁目8番19号
●議会運営委員会委員
●教育厚生常任委員会委員
●公共施設対策特別委員会委員

北
き た

　村
む ら

　正
しょう

　二
じ

副幹事長 〒520-0528 大津市和邇高城270番地28
●議会運営委員会委員長　
●予算常任委員会副委員長　●決算常任委員会副委員長
●施設常任委員会委員
●防災対策特別委員会委員

　平成１８年大津市・志賀町の合併に伴う増員選挙に当選以来、早や１３年が経
過いたしました。そして今回の任期満了をもって引退をさせていただくことになりまし
た。思えば昭和５７年の旧志賀町議会議員選挙に初当選以来、町議会議長、町長、
市議会議長と経験、「まっすぐに　ひたむきに」を信条に政治活動を行ってまいりま
した。30数年にわたるご支援に対し心から感謝申し上げます。
　さて、大津市議会は議会改革において全国のトップリーダーとして知られるように
なりました。さまざまな取り組みに参画したことは良き経験となりました。これからは
一市民の立場でご期待申し上げたいと存じます。結びに、さらなる大津市の発展
を心から祈念申し上げ、お礼のご挨拶といたします。

川
か わ

　口
ぐ ち

　正
ま さ

　徳
の り

幹事(書記) 〒520-2271 大津市稲津一丁目15番18号
●議会運営委員会委員
●総務常任委員会委員
●公共施設対策特別委員会委員

災害に強い地域づくり
を進めます。
　市民が安心安全に暮らすこと
のできる地域にすべく、河川や
道路管理について、市・県・国へ
の働きかけを推進します。

　乳児から高齢者ま
で、笑顔あふれる地域
づくりを目指します。

　大規模圃場整備や、新名神
スマートインターチェンジの
利活用、国道４２２号バイパス
整備による市民生活の向上
に、意見具申していきます。

大津市南部地域の
振興発展に汗します。

福祉の充実を
進めます。

中
な か

　野
の

　治
じ

　郎
ろ う

議長 〒520-0113 大津市坂本三丁目11番37号

●施設常任委員会委員

　市議会議員として三期１２年、平成３０年度は議長という大役を務めさせて頂き
ましたが、今期をもって引退を決意いたしました。
　この間市民の皆様には、一方ならぬお世話になり、誠にありがとうございました。
安全安心のまちづくりと地域の活性化、青少年の健全育成に志を抱き、議員活
動に取り組んで参りましたが、県道比叡辻日吉線拡幅整備事業着手や地域活性
化事業の推進など実現できました。
　今後は、市民の一人として、地域の皆さんと出来ることに努力して参る所存で
す。更なる大津市の発展のため、湖誠会の活躍が期待されています。市民の
皆様の会派所属議員へのご支援のほどよろしくお願い申し上げ、お礼のご挨拶
といたします。

近
こ ん

　藤
ど う

　眞
ま さ

　弘
ひ ろ

政調会副会長 〒520-2144 大津市大萱二丁目23番14号

●生活産業常任委員会委員長
●生活支援対策特別委員会委員

みなさまとご一緒に、安全で安心な住みよい大
ま ち
津づくり、活気と和みのある地

ま ち
域づくり

〜
生
ま
れ
育
っ
た

　
大
津
市
の
た
め
に
全
力
〜

・安全で安心なまち ・災害に強いまち
・子育てしやすいまち ・すこやかに暮らせるまち
・生涯スポーツを楽しめるまち ・環境にやさしいまち
・女性が活躍できるまち ・活気と和みのあるまち
＊都市計画道路の整備促進
＊道路等維持管理が整った事故防止策
＊歩道等のバリアフリー化 ＊自転車専用レーンの整備
＊イオンモール草津前・浜街道・夕照の道の渋滞緩和
＊あらゆる災害に迅速に対応できる防災・減災対策
＊保育園・幼稚園・小学校・中学校の教育環境整備
＊介護施設・障害のある方の施設整備と対策
＊自身の経験を活かしたスポーツを通じた健康づくり
＊現東部学校給食共同調理場移転後の跡地活用

今後の主な取り組み
＊東部学校給食共同調理場の移転新築及び中学校給食実施
＊瀬田北小学校通学区域問題の解決
＊瀬田浦（萱野浦）クリークの改修
＊全市立幼稚園・小学校・中学校に防犯カメラ設置の提案・実現
＊交通結節点のＪＲ５駅に防犯カメラ設置提案・実現（全25台）
＊原動機付自転車オリジナルナンバープレート提案・実現
＊消防局にドローン導入の提案・実現　＊ペーパーレス化の実現
＊障害のある方にやさしい庁舎整備（障害福祉課を１階に移転）
＊全市立幼稚園の預かり保育拡充　＊通学路と生活道路の安全対策
＊道路維持管理予算の増額による道路維持管理の充実
＊莫大な未収金の回収業務の改善提案・組織体制の強化実現
＊当初予算編成に係る総計予算主義の原則の取り組み提案
＊職員の確実な出退勤管理と時間外手当の削減提案・実現

８年間コツコツ取り組んだ主な成果

青
あ お

　山
や ま

　三
さ ん

四
し

郎
ろ う

〒520-0865 大津市南郷一丁目4番9号

●教育厚生常任委員会副委員長
●生活支援対策特別委員会委員

●
二
〇
二
五
年
を

　
見
据
え
た
高
齢
者
対
策

◎
地
域
包
括

　
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築

◎
あ
ん
し
ん
長
寿
相
談
所
の
充
実

◎
団
塊
の
世
代
が
75
歳
以
上
と

　
な
る
高
齢
者
対
策

●
子
育
て
支
援

◎
子
ど
も
医
療
費
助
成
の
拡
充

◎
母
親
が
働
き
や
す
く
、

　
子
育
て
し
や
す
い
環
境
の
整
備

◎
災
害
に
強
い「
ま
ち
」づ
く
り

　（
異
常
気
象
に
伴
う
対
策
）

◎
本
市
の
児
童
、生
徒
の

　
学
力
向
上
、地
域
あ
げ
て
の
教

　
育
環
境
の
充
実

◎
リ
ス
ク
に
強
い
真
の
環
境
行
政

八
は つ

　田
た

　憲
け ん

　児
じ

〒520-0027 大津市錦織一丁目13番4号
●議会運営委員会委員
●施設常任委員会委員
●防災対策特別委員会委員

草
く さ

　野
の

　聖
せ い

　地
じ

〒520-0034 大津市三井寺町2番37号

●教育厚生常任委員会委員
●防災対策特別委員会副委員長

社会の変化により、行政は大きな転換期を迎えています。
　みんなが主役になり、地域のために、自分たちで出来ることを
それぞれが考え、力をあわせると、とても大きなものになります。
　これまでのルールを見直し、時代にあった改善も必要です。
ともに考えた事を実行し、実現するために、
　行政に対してみなさんの思いを代弁する。
　それが、このまちの議員の役割であると考えます

地域の課題をみなさんと、ともに考え、実行します地域の課題をみなさんと、ともに考え、実行します

一緒に、このまちの笑顔を増やしましょう J一緒に、このまちの笑顔を増やしましょう J



伊
い

　藤
と う

　　　茂
しげる

幹事(会計) 〒520-0837 大津市中庄１丁目15番23号
●議会運営委員会委員
●総務常任委員会委員
●公共施設対策特別委員会委員

「大津に感謝」
　二期八年にわたり、惻隠の情をもって大津市議会議員として
活動してまいりました。
　今後は、地域社会で子どもたちの健やかな成長、生きがいの
創出など、一地域人として活動してまいります。
　これまで温かいご支援・激励ありがとうございました。

鷲
す

　見
み

　達
た つ

　夫
お

幹事(広報) 〒520-0843 大津市北大路一丁目11番32号
●議会運営委員会委員
●生活産業常任委員会委員
●生活支援対策特別委員会副委員長

安全・安心の大津市を
　市議会議員として三期の任期をこの四月末に終えようとしています。この間に議
長・副議長・委員会委員長等の大役を務めさせていただきました。市民の皆様方
には一方ならぬお世話になり誠にありがとうございました。さて、小学校では平成
30年４月から「特別の教科 道徳」がスタートし、中学校でも平成31年４月より、全
面実施となります。こうした状況のもと、青少年の健全育成に取り組んでまいりました。
今後は一市民に戻りましても地域で青少年育成活動をつづけてまいります。最後に
大津市の発展と市議会最大会派湖誠会の今後更なる活躍を期待します。

津
つ

　田
だ

　新
し ん

　三
ぞ う

政調会会長 〒520-0242 大津市本堅田五丁目9番15号

●総務常任委員会委員長
●防災対策特別委員会委員

新時代 ひと・まち・明日に…希望
新時代に向かって、開かれた
活力のある市政の実現！
希望に沿う！実現する！国・県・市の連携に取り組む。

よりやさしく、より親切な市政の実現！
市民の生涯が、希望と安心につつまれた郷土づくり。
健康・福祉施策のさらなる充実に取り組む。

希望のまち、県都 大津の再生！
北部から西部・中央・南部・南東部の市内のそれぞれのまちが
個性を発揮しながら均衡ある発展に向かって取り組む！

郷土にいきづく歴史・文化・自然の力。
うるわしく不変な価値を
明日の希望のまちづくりに！

希望し、住みなれた生活の場が、
さらに快適になるように！

安心・安全・活気にあふれ、市民が交歓しあうまちづくりに取り組む！

大津市北部地域の希望の地
「湖西台」の利活用に全力！

桐
き り

　田
た

　真
ま こ

　人
と

副議長 〒520-2141 大津市大江七丁目7番32-3号
●予算常任委員会委員長
●決算常任委員会委員長 
●施設常任委員会委員

େ௡ɻ͢ࢦ໨͕ాۅ օ༷ͱڞʹऔΓ૊Έ·͠ ʢͨظ��೥ؒͷ࣮੷ʣ̡ൈਮʳ
● 高齢者の皆様が利用しやすい地域
公共交通の充実に取り組みます。
● くらしの道や地域河川水路を改修
し、暮らしやすい都市基盤整備に取
り組みます。
● 不妊治療の支援体制の充実に取り
組みます。
●大津東警察署の新設を目指します。
●東消防署の建て替えを目指します。
●子育て、教育環境を充実します。

●教育環境の充実
　●市立幼稚園・小学校・中学校にエアコン空調の整備実現。
　●瀬田小学校・瀬田南小学校・瀬田中学校・瀬田幼稚園大規模改修実現。
　●ラグビーワールドカップ2019日本大会チームキャンプ地（フィジー、ウェールズ）選定実現。
　●中学校選手派遣費補助制度の拡充。（実費の概ね3割補助の実現）
●子育て支援の充実
　●児童クラブ保育時間延長を実現。
　●市立幼稚園一時預かり保育事業の拡充実現。
●都市基盤の充実
　●道路維持管理業務において「単価契約制度」導入を図り大幅な工期短縮と事務軽減を実現。
●確かな政策立案・実行力
　●大津市職員倫理条例制定を提案
　●大津市災害等基本条例の立案参画
　●大津市議会業務継続計画（BCP）の立案参画

政策立案・実行力・地域密着力　2期8年間の要望対応件数571件の実績ʢ̝ࡏݱ����ʣ

竹
た け

　内
う ち

　 基
も と

　二
じ

〒520-0836 大津市杉浦町19番16号

●生活産業常任委員会委員
●公共施設対策特別委員会委員長

　皆様のご支援により市議会議員として3期12年を務めさせていただきました。
この間、子育て支援やお年寄の環境づくり、旧東海道の歴史文化を大切にし
たまちづくりや道路や水路、河川の改修、交通安全施設整備、スポーツ施設
の改修等に微力ながらも貢献出来ましたのは、ひとえに叱咤激励賜りました市民
の皆様のおかげと感謝しております。
　これまで市議会議員選挙出馬のたびに、妻がはげまし支えてくれました。そ
の妻が、なによりも地域のために恩返しをといってくれた言葉が今も心の支えと
なっています。感謝の気持ちを忘れず地域に恩返しするつもりでこれからもがん
ばってまいりますので、どうぞよろしくお願い申し上げます。

あなたとつなぐ信頼のきずな

仲
な か

　野
の

　弘
ひ ろ

　子
こ

〒520-0242 大津市本堅田二丁目27番14号

●生活産業常任委員会委員
●公共施設対策特別委員会委員

私は、夢と希望と誇りの持てる
　「新しい大津市」のまちづくりを進めます。

　明日を見つめ、将来を見つめ、子どもから高齢者
までが、安心・安全に、そして心豊かに暮らせるま
ちを築いていきましょう。
　助け合いの心、相手を思いやる心、そして、自分
を大切にする心を、すべての人が持つことができ
る豊かな社会を、市民の皆さんと力を合わせて築
いていきましょう。
　「ひととのつながり」と「まちのにぎわい」そして
「自然のうるおい」のある、活力と魅力に満ちた、
持続可能なまちを築き、次代へ継承しましょう。

私のまちづくり方針
1.子どもの笑顔が輝くまち
2.高齢者が安心、安全に暮らせるまち
3.豊かな地域資源を活かし農業の活性化をめざすまち
4.青少年の健全育成をみんなで見守るまち
5.快適で利便性の高いまち
6.環境にやさしいまち

幸
こ う

　光
み つ

　正
ま さ

　嗣
つ ぐ

〒520-2153 大津市一里山1丁目3番6号-801

●教育厚生常任委員会委員長
●生活支援対策特別委員会委員

時代に見合った変革を市民の皆さまとともに考えまちづくりを進めたい！

安心・安全な地域社会

●災害に強いインフラ整備
●防災協定の推進
●自主防災会への支援
●学校、園の通学路の安全対策

活気あふれる地域社会

●イベントを通じた地域交流
●釣り人や利用団体と連携した
　琵琶湖を守り活かす取り組み
●国道1号バイパス建設の促進

ともに助け合う地域社会

●地域包括ケアシステムの推進
●合理的配慮の啓発・促進
●就学前教育の充実
●保育人材の確保と育成

●自主防災会への支援
●学校、園の通学路の安全対策

琵琶湖を守り活かす取り組み
●国道1号バイパス建設の促進

●就学前教育の充実
●保育人材の確保と育成

これからも皆さまの思い・お声を形にするべく取り組んでまいります。

琵琶湖

●5

●1

●2 ●3

●4

●6
●7
●9●●9●
●8
●10●●10●●●
11●12
●13

●14 ●15

湖誠会は、市民の皆様とともに歩んでいきます。
～これまでも、そしてこれからも～
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ホームページをご覧ください。湖誠会の活動をご紹介しています。 大津市議会 湖誠会 検索

２月通常会議一般質問

津
田
　
新
三
議
員

交
渉
期
限
が
目
前
に
迫
る
湖
西
台
の
無
償
譲
渡
に
向
け
、今
こ
そ
決
断
を

　
交
渉
期
限
が
目
前
に
迫
る
湖
西
台
の
無
償
譲
渡
に
向
け
、

具
体
的
な
方
向
性
と
現
実
的
な
方
針
を
示
し
、今
こ
そ
決
断

す
べ
き
で
は
。

　

㈱
大
林
組
か
ら
無
償
譲
渡
の
提
案
を
受
け
て
以
来
、

課
題
整
理
な
ど
協
議
を
進
め
て
き
た
中
で
、用
地
処

理
が
必
要
な
土
地
の
対
応
に
つ
い
て
、本
市
と
同
社
と
の
お

お
む
ね
の
役
割
分
担
が
整
理
で
き
た
こ
と
か
ら
、同
社
の
提

案
を
受
け
、湖
西
台
の
用
地
取
得
に
向
け
た
手
続
き
を
進
め

る
。ま
ず
は
用
地
取
得
の
条
件
な
ど
を
定
め
た
基
本
協
定
を

締
結
す
る
。用
地
の
活
用
に
向
け
て
は
課
題
が
多
く
、早
期
の

利
活
用
は
困
難
で
あ
り
、用
地
取
得
後
、時
間
を
か
け
課
題
解

決
に
取
り
組
む
。

幸
光
　
正
嗣
議
員

不
登
校
児
童
・
生
徒
へ
の
継
続
的
な
支
援
に
つ
い
て

　
平
成
29
年
に
教
育
機
会
確
保
法
が
施
行
さ
れ
、本
市
で
は

各
小
中
学
校
に
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
派
遣
や
適
応
指

導
教
室
の
設
置
、ま
た
巡
回
チ
ー
ム
の
指
導
に
よ
り
不
登
校

対
策
に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、そ
の
充
実
に
向
け
た
検
証
と

方
向
性
を
伺
う
。

　

小
学
４
年
生
か
ら
中
学
３
年
生
が
対
象
で
、最
大
週

３
日
の
通
級
日
数
と
な
っ
て
い
る
適
応
指
導
教
室
の

対
象
学
年
と
通
級
日
数
の
拡
大
が
優
先
課
題
で
あ
り
、施
策

の
再
検
討
を
行
っ
て
い
く
。

青
山
　
三
四
郎
議
員

幼
児
教
育
無
償
化
実
施
後
の
本
市
の
財
政
措
置
と
施
策
展
開
に
つ
い
て

　
幼
児
教
育
無
償
化
に
伴
い
、待
機
児
童
対
策
、人
材
確
保
対

策
、教
育
の
質
の
向
上
に
つ
い
て
大
き
な
財
政
負
担
に
な
り

か
ね
な
い
と
想
定
す
る
が
、本
市
の
施
策
展
開
を
伺
う
。

　

市
立
幼
稚
園・保
育
園
の
保
育
料
無
償
化
は
本
市
の

負
担
と
な
る
こ
と
か
ら
、翌
年
度
以
後
に
予
定
さ
れ

て
い
る
交
付
税
措
置
も
踏
ま
え
、本
市
の
財
政
に
与
え
る
影

響
も
精
査
し
な
が
ら
、子
育
て
支
援
施
策
の
効
率
化
を
図
っ

て
い
く
。

草
野
　
聖
地
議
員

公
園
の
さ
ら
な
る
利
活
用
に
つ
い
て
の
提
案
を
広
く
公
募
す
る
こ
と
に
つ
い
て

　
公
募
し
た
内
容
に
つ
い
て
、検
討
委
員
会
な
ど
で
審
査
検

討
す
る
な
ど
、業
務
効
率
を
高
め
な
が
ら
、民
間
の
活
力
や
ア

イ
デ
ィ
ア
を
活
用
す
る
べ
き
と
考
え
る
が
、見
解
を
伺
う
。

　

他
市
に
お
け
る
事
例
に
つ
い
て
調
査
研
究
を
す
す

め
、指
定
管
理
者
な
ど
か
ら
の
ニ
ー
ズ
の
有
無
を
確

認
し
見
極
め
て
い
く
。

川
口
　
正
徳
議
員

民
生
費
　
児
童
福
祉
費
　
民
間
保
育
施
設
費
の
う
ち
、保
育
士
処
遇
に
つ
い
て

　
時
代
に
即
し
た
保
育
士
の
処
遇
改
善
を
図
る
た
め
の
民
間
保

育
所
等
に
対
す
る
大
津
市
単
独
人
件
費
補
助
金
の
見
直
し
に
つ

い
て
伺
う
。

　

民
間
保
育
所
等
へ
の
保
育
士
の
特
別
配
置
に
係
る
補

助
金
に
つ
い
て
は
、保
育
需
要
の
増
加
に
伴
い
扶
助
費
が

増
加
し
て
い
る
状
況
に
鑑
み
、補
助
単
価
を
据
え
置
い
て
い
る

状
況
で
あ
る
。市
の
財
政
状
況
を
考
慮
の
上
、補
助
単
価
の
引
き

上
げ
に
つ
い
て
は
、総
合
的
に
判
断
し
て
検
討
し
て
い
く
。

仲
野
　
弘
子
議
員

胃
が
ん
検
診
受
診
率
向
上
に
向
け
て

　
平
成
30
年
２
月
に
導
入
し
た
胃
内
視
鏡
検
査
の
評
価
と
今
後

の
取
り
組
み
を
伺
う
。

　

エ
ッ
ク
ス
線
検
査
と
内
視
鏡
検
査
の
選
択
が
可
能
と

な
り
、内
視
鏡
検
査
は
通
年
受
診
が
可
能
な
こ
と
か
ら
、

受
診
し
や
す
い
体
制
は
整
っ
た
が
、昨
年
末
時
点
の
受
診
者
数

は
両
検
査
と
も
当
初
予
定
の
８
割
程
度
で
あ
る
こ
と
か
ら
、今

後
は
広
報
お
お
つ
や
来
年
度
か
ら
実
施
の
胃
が
ん
検
診
ネ
ッ
ト

予
約
シ
ス
テ
ム
の
活
用
な
ど
そ
の
周
知
に
努
め
、受
診
率
向
上

に
取
り
組
む
。近

藤
　
眞
弘
議
員

道
路
の
渋
滞
緩
和
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て

　
イ
オ
ン
モ
ー
ル
草
津
交
差
点
や
新
浜
交
差
点
は
慢
性
的
な
渋

滞
が
発
生
し
、地
域
住
民
は
大
変
迷
惑
を
被
っ
て
い
る
。渋
滞
解

消
に
向
け
、歩
者
分
離
式
信
号
の
設
置
が
必
要
だ
と
考
え
る
が

市
の
見
解
は
。

　

警
察
へ
の
要
望
の
結
果
、交
通
量
が
多
い
た
め
信
号
機

の
調
整
に
よ
る
対
応
は
難
し
く
、全
体
の
交
通
体
系
を
考

え
る
必
要
が
あ
る
中
、少
し
で
も
渋
滞
を
解
消
で
き
る
手
法
を

考
え
た
い
と
回
答
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
今
後
も
引
き
続
き
要

望
し
て
い
く
。伊

藤
　
茂
議
員

市
民
通
報
シ
ス
テ
ム
の
拡
充
に
つ
い
て

　
公
示
後
の
選
挙
違
反
ポ
ス
タ
ー
等
の
通
報
や
古
都
大
津
の
景

観
を
損
ね
る
掲
示
物
に
つ
い
て
、市
民
通
報
シ
ス
テ
ム
の
通
報

項
目
に
入
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
見
解
を
伺
う
。

　

現
在
、景
観
を
損
ね
る
掲
示
物
等
の
通
報
は
、窓
口
や

電
話
な
ど
で
対
応
し
て
い
る
。今
後
に
つ
い
て
は
、市
民

に
対
し
、よ
り
迅
速
か
つ
広
範
な
対
応
が
で
き
る
よ
う
、市
民
通

報
シ
ス
テ
ム
の
通
報
項
目
に
追
加
し
て
い
く
。

市議会２月通常会議

平
成
31（
2
0
1
9
）年
度
予
算
が
決
ま
り
ま
し
た

平
成
31
年
度
予
算
編
成
に
あ
た
っ
て
、市
長
の

２
期
目
就
任
後
３
年
間
の
市
政
運
営
の
総
括

と
、ご
み
処
理
施
設
や
東
部
学
校
給
食
共
同
調
理
場

整
備
な
ど
の
継
続
す
る
大
型
事
業
を
除
い
て
最
も
重

要
と
し
た
事
業
は
？

２
期
目
任
期
の
１
年
目
よ
り
、民
間
保
育
施
設

の
整
備
な
ど
に
よ
る
待
機
児
童
ゼ
ロ
の
実
現

や
観
光
振
興
に
よ
る
国
内
外
か
ら
の
来
訪
者
の
増
加
、

ま
た
限
ら
れ
た
予
算
の
中
で
選
択
と
集
中
を
図
り
、

将
来
世
代
に
負
担
を
残
さ
な
い
持
続
可
能
な
ま
ち
づ

く
り
の
た
め
に
行
政
の
事
務
や
体
制
の
ス
リ
ム
化
を

行
っ
た
。

　

新
年
度
予
算
で
は
、働
く
女
性
が
増
加
し
た
傾
向

な
ど
を
踏
ま
え
、こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
を
継
続
し
つ

つ
、「
人
口
減
少
社
会
の
中
で
、住
み
続
け
た
い
ま
ち
大

津
」を
つ
く
る
た
め
の
編
成
と
し
た
。

　

継
続
す
る
大
型
事
業
以
外
で
は
、社
会
保
障
関
連

経
費
が
中
心
と
な
る
民
生
費
の
充
実
や
住
民
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
、ま
た
、行
政
事
務
の
効
率
化
に
向
け
た
Ａ

Ｉ
等
の
革
新
的
技
術
の
導
入
な
ど
に
取
り
組
ん
だ
。

本
年
２
月
に
公
表
さ
れ
た
市
民
セ
ン
タ
ー
機

能
等
の
あ
り
方
実
施
案
に
お
い
て
、基
幹
と
な

る
支
所
以
外
の
支
所
で
は
、支
所
長
と
窓
口
職
員
を

最
大
２
名
配
置
す
る
と
し
、業
務
内
容
や
窓
口
時
間

を
大
幅
に
見
直
し
て
い
る
が
、利
用
者
に
と
っ
て
支
障

は
な
い
の
か
、市
の
見
解
は
？

今
年
度
実
施
し
た
意
見
交
換
会
で
の
意
見
や

業
務
量
調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
、業
務
内
容

や
窓
口
時
間
を
定
め
て
お
り
、一
定
の
地
域
ご
と
に
定

め
た
支
所
の
グ
ル
ー
プ
で
応
援
体
制
を
組
む
な
ど
、支

障
が
生
じ
な
い
体
制
を
整
え
て
い
く
。

こ
れ
ま
で
か
ら
、消
防
署
の
整
備
は
災
害
時
の

市
民
の
安
全
の
た
め
に
最
も
重
要
で
あ
り
、庁

舎
の
中
で
最
も
安
全
が
求
め
ら
れ
る
と
市
長
は
本
会

議
に
お
い
て
答
弁
さ
れ
て
い
る
が
、い
ま
だ
に
適
地
を

見
い
だ
す
め
ど
す
ら
示
さ
れ
て
い
な
い
中
消
防
署
の

移
転
用
地
に
つ
い
て
、現
時
点
で
示
さ
れ
て
い
る
４
箇

所
６
候
補
地
以
外
に
、び
わ
こ
競
艇
場
駐
車
場
も
含

め
、市
民
生
活
へ
の
影
響
が
最
低
限
に
抑
え
ら
れ
る
範

囲
の
新
た
な
選
択
肢
は
？

び
わ
こ
競
艇
場
駐
車
場
を
消
防
署
用
地
の
選

択
肢
の
一
つ
と
し
て
捉
え
、一
定
の
評
価
を
加

え
て
お
り
、今
後
、新
た
な
用
地
の
候
補
に
加
え
る
こ

と
に
つ
い
て
、所
有
者
で
あ
る
滋
賀
県
と
協
議
を
進
め

て
い
く
。重
要
な
施
設
で
あ
る
こ
と
か
ら
、今
後
も
さ

ま
ざ
ま
な
要
素
を
勘
案
し
、検
討
を
進
め
て
い
く
。

組
織
を
預
か
る
者
と
し
て
、職
員
や
教
職
員
の

不
祥
事
撲
滅
に
向
け
、今
後
重
要
と
考
え
る

取
り
組
み
は
？

一
部
の
職
員
だ
け
が
不
祥
事
を
起
こ
す
の
で

は
な
く
、誰
も
が
当
時
者
に
な
り
得
る
と
い
う

認
識
の
も
と
、全
職
員
が
不
祥
事
防
止
を
考
え
る
機

会
と
不
祥
事
の
傾
向
に
沿
っ
た
研
修
内
容
の
充
実
を

図
り
、根
気
強
く
職
員
の
倫
理
観
の
向
上
に
資
す
る

取
り
組
み
を
進
め
る
。教
職
員
に
対
し
て
も
不
祥
事

撲
滅
を
は
じ
め
と
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
研
修
に
取
り
組

ん
で
お
り
、不
祥
事
は
絶
対
に
起
こ
し
て
は
な
ら
な
い

と
い
う
強
い
覚
悟
を
も
っ
て
未
然
防
止
と
信
頼
回
復

に
努
め
て
い
く
。

　

今
後
は
、実
際
に
起
き
た
不
祥
事
の
内
容
に
特
化

し
た
研
修
、ま
た
、若
年
層
の
教
職
員
や
管
理
職
に
対

す
る
研
修
の
充
実
も
図
っ
て
い
く
。

●
平
成
31
年
度
予
算
編
成
に
つ
い
て

●
市
民
セ
ン
タ
ー
機
能
等
の

　
あ
り
方
実
施
案
に
つ
い
て

●
中
消
防
署
移
転
用
地
の
選
定
に

つ
い
て

会
派
代
表
質
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北
村
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二
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